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先日342名(うち国際流通科74名)
が本校を巣立っていきました。今年度も
コロナ禍のため、卒業生は第一体育館、
保護者は第二体育館でスクリーン越し
と分かれた形での実施となりました。

国際流通科からは、産業教育振興中
央会長賞、全商商業高等学校協会成績優秀者としてそれぞれ１名が表彰を受けました。また全商
主催検定一級3種目以上取得により表彰される生徒の代表として1名が壇上で表彰を受けまし
た。また、国際教養科と普通科からそれぞれ1名が千高賞を授与されました。

校長式辞では、卒業生向けに、「①本を読もう」「②旅をして視野を広げよう」「③礼儀を身に
つけよう」「④優しさをもって人と接しよう」「⑤主体的に自分事として物事を捉えよう」「⑥明確
な目標を持とう」「⑦困ったときには相談しよう」といったメッセージが贈られました。この内容は
卒業生だけではなく在校生へも通じるメッセージです。特に③④⑤⑥は国際流通科の授業や行
事・ＨＲでの担任の先生の言葉でも伝えている項目です。１年後または2年後の卒業式までに、自
分の目標を達成させ「なっていたい自分になっていられる」ように日々生活をしていきましょう。

チロルチョコだけどよく見ると…

卒業式もそうですが、ここ１・２年は全校集会で校歌
を歌う機会もなくなりました。
そのせいか、「ああ担いて往かん」というタイトルが校

歌の歌詞から来ていることを知らない生徒もいるようで
すし、そもそもなんて読むのだろうと思っている生徒もい
るようです。「ああ にないて ゆかん」と読みますので
覚えておいてくだ
さい。
で は 「 学徒の

使命」とは一体な
んでし ょ う 。 それ
をしっかり理解し
ていればやるべき
ことは一つですね。

千歳高校校歌
国原晴れて 樽前の
煙遥かに 立つところ
けだかきこころ 若人の
真理の愛は ここに燃ゆ
千歳高校 つつましく
学徒の使命 ああ担いて往かん

国際流通科では、２月上旬から商業に関する科目の一部で、次の学年の学習を始めています。
一年生では簿記の時間に財務会計を、情報処理の時間にビジネス情報の学習内容に取り組ん
でいます。二年生では財務会計の時間に原価計算を、そしてマーケティングの時間には課題研究
や広告と販売促進で使用する総合実践室内のMacintosh機の利用方法について学んでいます。

いずれも進級後のスタートダッシュのために上の学年の学習内容を取り扱っています。進級後
は教科担任の先生も変更する場合もありますが、新しく教科担任になった先生も先取りして学ん
だ単元について簡単に復習をした上で、さらに先へと授業をすすめていきます。資格で言うと一つ
上の級を目指すことになります。

この期間や春休み期間も最終的には自分自身の進路実現のために充実させていきましょう。
特に二年生はこのあとの１年間はあっという間に過ぎていきますので明確なビジョンを持って必要
な努力を重ねていきましょう。

高校では入学試験も終え、この後合格発表となります。つまり新入生が入学してきます。当然な
がら在校生は先輩、そして最上級生へとなります。

部活動（運動部）に所属している生徒はあっという間に高体連大会を迎えることになります。一
年生の頃はやみくもに頑張っていたかもしれませんが、二年生になってからは、高体連以降は全
て最後の○○練習、○○大会と言われて日々の練習に対し今まで以上に真剣に取り組むように
なったと思います。この後はさらに本気を出していくことになります。これは皆さん達もそうでしょう
が、ライバル校も同じように徐々に本気になっていきます。では具体的にいつから本気になれば良
いのでしょうか。高体連直前はどの学校のどんなチームのどんな選手でも本気になります。ライバ
ルよりも少しでも早く本気で取り組んでいれば結果も変わってきます。最後の大会を終えた選手
が「もっと早くから本気を出して練習をしておけば良かった」と言っているのをよく耳にします。勝
っても負けても全力を出し切れれば悔いはありませんが、全力を出すためにも準備が必要です。
そこに気がつけば「今」から本気を出す必要がありそうです。

先ほどは部活動を例にしました。勝ち負けは付きものなので、必ずしも努力が勝利に結びつくと
は限りません。しかし、資格取得を含めた学習活動や、進路実現は勝負事とは違うので、基本的
に努力の量だけ成果になって返ってきやすいものです。具体的で明確な目標（ビジョン）を持つこ
とができれば、そこに至るまでの道筋も明確になっていきます。こちらもいつそのスイッチを入れる
かが重要です。親や先生方から「勉強しなさい」といわれてやる学習のレベルより、自ら進んで取
り組む学習のレベルの方がはるかに高いものです。


